
令和４年第６回真岡市教育委員会 会議録 
 

１．招集日時 

    令和４年７月２６日（火） 午後２時００分 

 

２．場所 

    真岡市役所 教育委員室 

 

３．出席委員の氏名 

（１）教育委員会教育長       山 中 孝 雄 

（２）教育委員会委員（職務代理者） 杉 村 廣 子 

 （３）教育委員会委員        大 島 克 弘 

 （４）教育委員会委員        佐 藤   進 

 （５）教育委員会委員        邑 樂 美智子 

  

４．委員及び傍聴人を除くほか議場に出席した者の氏名 

 （１）教育次長           古 澤 博 之 

 （２）学校教育課長         藤 田 主 計 

 （３）生涯学習課青少年係長     上 野 貴 弘 

 （４）学校教育課総務係長      高 崎 博 美 

 （５）学校教育課教育政策係長    鈴 木 美 苗 

 （６）学校教育課指導係長      保 坂 一 哉 

（７）学校教育課教育政策係指導主事 横 山 祥 子 

 （８）学校教育課総務係主事     太 田 美 幸 

 

５．会議録の作成に当たった者 

    学校教育課総務係主事     太 田 美 幸 

 

６．令和４年第５回真岡市教育委員会会議録署名委員として指名を受けた委員 

                      杉 村 廣 子 委員 

邑 楽 美智子 委員 

 

７．開会時間 午後２時００分 

  

８．令和４年第５回真岡市教育委員会会議録の承認 

   高崎学校教育課総務係長が、会議録案を事前に送付した旨を説明し、審議の結果、

原案のとおり承認された。 

 

９．教育長等の事務報告 

   古澤教育次長が、真岡市教育委員会教育長等の事務報告を行った。 

 

 

 

 

 



    

10．議案 

  議案第２１号「令和５年度使用教科用図書の採択について」 

本議案については、教科用図書芳賀採択地区協議会細則第２条第１項を勘案し、

採択の際は、非公開のうえ承認されることになるが、傍聴人はなかった。 

藤田学校教育課長から教科用図書の採択については、市・町教育委員会が行って

いること、採択の時期については、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律施行令第１４条第１項の規定により、当該教科書が使用される年度の前年度

の８月３１日までに行わなければならないとされている旨説明し、採択までの手続

きとしては、栃木県が設定した採択地区である、本市を含む１市４町で構成されて

いる「教科用図書芳賀採択地区協議会」の委員や調査員が、「栃木県教科用図書選

定審議会」の調査研究・指導助言などを基に、教科用図書の調査及び協議を行い選

定している旨説明した。 

横山指導主事から、本市教育委員会において、真岡市立小・中学校管理規則第７

条の規定に基づき、今回「選定」された図書について、令和５年度使用教科用図書

芳賀採択地区調査研究会報告書のとおり、選定図書の提案をするものであることを

説明。 

また、令和５年度使用教科用図書芳賀採択地区調査研究会報告書により、調査研

究結果を説明し、その後、展示した選定図書を閲覧して頂いた。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

 

11．報告 

報告第１８号「子ども議会の開催について」 

上野青少年係長から、８月４日（木）午後１時から市議会本会議場において行わ

れる子ども議会の開催目的や概要を説明した。 

   杉村委員より、学校ごとの割り当て人数はクラス数に基づき割り振られているの

かとの質問があり、上野青少年係長より各学校の児童数に基づき割り当てている旨

説明。 

 

  報告第１９号「真岡市炬火名の決定について」 

古澤教育次長から、いちご一会とちぎ国体での「真岡市の炬火」の名称が市民に

よる投票の結果、「日本一のいちごの里に ＳＬ走る 真岡の火」に決定した旨報告

した。 

大島委員より投票総数について質問があり、古澤教育次長より 130 件の応募のな

かから市の職員により 10 件程度に絞り投票を行った結果、292 票の投票があり、そ

の中の 75 票は今回選ばれた作品への投票であった旨説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12．その他 

（１）令和４年９月の教育委員会について 

   高崎総務係長から、９月の開催日程案について、９月２０日（火）午後２時また

は、２１日（水）午前１０時の２案を提案し、協議の結果、９月２０日（火）午後

２時に決定される。 

 

 

13．閉会時間 午後２時４０分 

 

 


